
事 後 評 価 書

事 業 名 宇治山田港海岸 侵食対策事業 事 業 区 分 海岸事業 国土交通省 室名 港湾・海岸室（ ）

工 期 平成 4年～平成 12年 2,145 百万円（負担区分：国 1/2：県 1/2）
事業概要 ( 下 段 全体事業費

当初) 平成 4年～平成 12年 (下段当初) 2,703 百万円（負担区分：国 1/2：県 1/2）

事業目的及び内容 事業目的

①侵食被害を未然に防止し、背後地の生命・財産を守る。
②侵食対策事業の一環として「ふるさと海岸整備モデル事業」に指定されたことから、
老朽化している海岸保全施設の改善及び、背後地から海浜へのアクセスの向上を図
り、地域住民に親しまれ、海辺とふれあえる美しい景観をもった安全で潤いのある
海岸空間の創出といった、利用や景観に配慮した海岸の整備。

事業内容
整備延長 Ｌ ＝ 955ｍ
人工海浜工（養浜）Ｖ ＝130,000ｍ3(購入砂:51,000m3、浚渫砂79,000m3)
砂留突堤工 Ｌ ＝ 80ｍ
階段護岸工 Ｌ ＝ 725ｍ
直立護岸工 Ｌ ＝ 230ｍ
飛沫防止帯 Ｌ ＝ 914ｍ
駐車場 Ａ ＝ 2,500ｍ2
トイレ Ｎ ＝ 1基
東 屋 Ｎ ＝ 3基

事業経緯
平成 4年度 事業着手
平成 5年度～平成11年度 階段護岸工・直立護岸工・駐車場
平成 7年度 砂留突堤工
平成 7年度～平成11年度 飛沫防止帯
平成 9年度～平成10年度 人工海浜工（養浜）
平成12年度 付帯施設（トイレ・東屋）
平成12年度 事業完了

１．事業の効果

１－１．事業目的の評価

【防護面】
・人工海浜完了後の平成11年10月撮影の航空写真と、平成16年2月撮影の航空写真により、汀線位
置を比較すると、概ね一致しているが、一部区間において汀線の後退が確認される。
この原因は、コスト縮減対策として、他工事の発生材を養浜の中詰材として利用したが、一時的
な波の影響により、中詰材が流出したためである。
汀線が後退し続けると、堤体に悪影響を及ぼす恐れがあるため、維持補修を実施していく予定で
ある。

【利用状況】
・大湊町振興会主催による、イベントが毎年開催されており、例年約1,000人の参加者で盛大に行
われている。
・夏場は海水浴や潮干狩りのための観光客が訪れ、例年約15,000人の利用がある。
・その他、地域の方々が散策、散歩等に利用されており、年間を通した利用が成されている。

１－２．事業効果の評価

【Ｂ／Ｃ】
・平成16年時点で、Ｂ/Ｃは、24.4である。
総便益：73,498百万円 総費用：3,010百万円 73,498÷3,010＝24.4
便益の内訳 侵食防止便益

浸水防止便益

・事業着手当時は費用便益比の考え方はなく、事業の採択基準を満たすことから着手したもの
である。




